
・大規模地震に伴う地すべり
災害発生を受け、農研機構
では、地震時地すべり移動
量の簡便な算定手法を開発、
精度を確認済（右図）

・大規模地震が発生した場合
の地すべりの危険度評価は
ほとんど行われておらず、
今後の課題となっています。

大規模地震時地すべり危険度評価システム構築に係る調査研究事業

（現状・課題）

令和6年能登半島地震のように、大規模地震に誘発される地すべりに関しては、その危険度が事前に評価されていないことから、
農研機構が開発した「地震時地すべり移動量算定手法（SLaDEE法）」を基に、大規模地震時の地すべり危険度を事前評価して
公表するとともに、その手法をシステム化して公開することにより、近年頻発する大規模地震の事前防災対策を強化します。

（取組内容）
・産業技術総合研究所地質調査
総合センターと連携の下、地
すべり危険度マップのプロト
タイプの作成と迅速かつ簡便
な地震時地すべり危険度評価
システムの開発・公開を行い
ます。

大規模地震の発生に伴う地すべりリスクが可視化され、自治体に
よる危険地域の特定や住民避難指示等の事前検討が可能。また、
道路、送電線、上下水道等の重要インフラの立地計画に活用可能。

（事業費：34百万円（R8）、対象事業：調査・研究開発事業、事業実施期間：R8～10）

担当府省庁：農林水産省

連携先：産業技術総合研究所

委託費国 民間団体

・右のフローに沿った作業を行
い、地震時地すべり危険度マ
ップのプロトタイプを作成し
ます。（下図は想定）

地すべり地形地層の傾き→

・下のフローを、他機関から助
言を得つつ、システム化を図
り公開します。

※地形図（国土地理院）と地質図（産総研
）に地震時に想定される地すべりの移動の
向きと移動量を矢印などでGIS上に表示で
きるようにすることで、専門外のユーザーに
もわかりやすい情報提供を行います

事業の目的

事業の内容 実施イメージ・具体例

事業のスキーム 事業により得られる効果（アウトカム）

地震時の地すべり
危険度を判定

産総研 地質
調査総合センター

と連携

国土地理院
公開データ

防災科研・地震本部
などの公開データ

農研機構
SLaDEE法

地震時の地すべり
移動量の算定

想定される地震の
加速度を与える

地層の傾斜から
すべり面を設定

移動量を算定する
地形断面図の作成

最大傾斜の
方向の算定

流れ盤斜面の抽出


